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はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とで知識と技能をより深く習得することが可能となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業の指導体制は授業コマごとに4～5名の教員が

　本稿では教育学部における「情報教育」の授業状況　　オムニバス形式で各3回程度授業を担当する。個々の

を概説し、その運営体制および向後の課題について言　　授業時には教員1名の他に常に技術職員4名とTA

及する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生4名程度が授業進行および演習において個々の学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生の質問等に対応している。

教育学部における情報教育

　教員養成を主目的とする教育学部では、教員免許取　　　授業内容は図2にあるとおり、「情報処理技術の習

得に際して「情報機器の操作（2単位）」が課されて　　得」および「情報活用技術の習得」を並立している。

いる（教員免許法施行規則66条の6）。また実際に学　　　前者は文書作成、データ処理いわゆる純然とした機器

校教育現場では、インターネットや校内LAN等のイ　　操作技術で、後者は、情報セキュリティ、知的財産保

ンフラが整備されつつあり、校務分掌や学級経営など　　護、ネットリテラシーといった情報モラルの習得を目

の校務情報化の重要性が高まっている。　　　　　　　　指している。授業進行は、座学だけではなく時間内に

　本学部ではこの声に応えるべく「校務にICTを活　　手元のコンピュータを操作しながら、ここの学習項目

用できる能力を酒養する」ことを目的として、実践的　　を学んでいく。また、授業時間外にもコンピュータを

な情報処理技術および情報活用技術の習得を教授して　　活用した課題・レポート作成を通じて理解を深めてい

いる（図1参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　く。

教育学部における情報教育

　　　黛被における峯｛》丁環境の状況

出典・文科省「教員のIOで活胴捲導力の基準の具俸化・

擾業内容

図1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2

　「情報機器の操作」に対応する本学部で開講してい　　　ワープロソフトを用いた文書作成の回における授業

る授業科目は、「情報教育論」である。現在の授業体　　内容の例を図3に示す。図にある通り日本語入力の基

制は、受講定員を100＋100＋50の合計250名で設定し、　　礎となる知識を2バイトコード文字、インプットメ

本学部学校教員養成課程（定員220名）の収容を目指　　ソッドについて教授する他にも、タイピング技能とし

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てタッチタイピングの意義と練習方法説明し、実際に

　本科目のユニークなところは、科目を3コマ立てて　　タイピングできるまで時間外での練習を課している。

そのうち2コマ（定員各100名）については、受講生　　また文書作成では、単にワープロソフトの使用方法を

にノートパソコンを持参してもらい、LAN端末が装　　説明するのではなく、アカデミックライティング技能

備された講義室にて授業するところにある。もう1コ　　の基本スキルを説明し向後の文書作成に資することに

マ（定員50名）は学内のパソコン演習室で授業を行う。　なるよう心懸けている。

いずれも授業時間内に座学と演習を同時に進行するこ
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　　　　　　　　　　　図3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5（a）

授業の運営体制

　「情報教育論」の運営体制について大要以下の3点　　　　鷺報教育授業爾》一バシステム

に？瀦翠撫棟のPC。LAN設備糊　　難灘鞭語羅1灘醗一
　2）指導組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叢簿鰻難　　　　　’鱒諜灘鷺縣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　い　　　　　　　ぎ　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　
　3）運営経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒸へ　…　篇鶴撚灘　　1蠣瀞翻灘騰喚瞭燦翻燗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘濾羅麟齢　　　醸　　譲

1）教育学部講義棟のPC・LAN設備環境　　　　　　　　　．識一購撒　　　　醗・奪

鞭は図4の勘である力粥色として1よ駄に1　灘欝難撫撫1
台のパソコンと、LAN端末を準備していることと、　　　欝槻糊構　　　　華
授業用のサーバを設置していることである。　　　　　　　癖轍轍顯無皿…羅灘v陥　灘難灘鑛総議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Webからの出席管理

図4

授業用のサーバシステムについて説明する（図5（a）
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配情資料のタウンロード

参照）。受講生のパソコンは講義室内のLAN端末か　　　　　　　　　　　　図5（c）

ら授業用サーバに接続され、DHCP認証を受けてか　　　図5（b）および（c）に示すように、この授業用サー

ら学内LAN（いわゆるインターネット環境）、に通じ　　バでは、受講生パソコンのDHCP認証以外に、出席

ている。このサーバは3台準備され、実際の運用は本　　管理や、受講者が作成したWebサイトの管理、他に

機およびミラーリングされた予備サーバの2台で行い、　授業での配付資料をダウンロードできるように整備し

もう1台はバックアップとして不測の事態に備えてい　　ている。また、実際のインターネット環境で行われて

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる情報のやりとり（クッキーやバックリンクなど）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を授業用サーバに再現させ、受講生個々の情報管理意

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識の向上を目指している。
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2）指導組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の運営への課題

　「情報教育論」の指導体制は授業担当の組織と設備　　　標記については、以下に列挙して教育学部おける現

維持の組織に大別される。授業担当組織は先にも述べ　　況報告を終わらせたい。

たとおり、開講3コマ合計で15名（1コマあたり5名）　　　・教員免許法に沿った授業内容は継続する

の教員が3回ずつ授業を担当するオムニバス形式をと　　　・情報処理技術習得から情報活用技術習得への重心

る。そこに技術職員の4名と数名のTA学生が加わっ　　　　移動
て授業と演習での受講学生対応を行う。およそ受講学　　　　・指導体制の変更（有志→講座選出）（註：平成22

生10名あたりに1名の指導者が対応に当たっているこ　　　　年度から変更実施）

とになる。担当教員は以前は有志を募っていたが、現　　　・授業テキストの作成（授業内容・レベルの維持を

在では各講座群から教員1名を選出して授業に当たる　　　　目指す）

ようにしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・授業使用に耐えられる無線LANの設備強化

　設備の管理を行う組織については次の通りである。　　　　（現行設備では集中アクセスに耐え切れない。100

学部技術職員がサーバや学部内のネットワーク環境の　　　　人が一斉に動画をダウンロードしても耐えられる

維持・管理実務を行い、学部内委員会である情報処理　　　　　レベルへの設備向上が望ましい）

ネットワーク運営委員会が予算請求を行っている。　　　　　・使用するソフトウェアの包括ライセンス化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i授業で使用するソフトウェアをOpen　Ofaceorg

3）運営経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に乗り換えることも現在検討中ではあるが、マイ

　「情報教育論」は教員免許取得の際の必修科目と同　　　　クロソフト社製のOS、ソフトウェアの使用が教

等になるため、経費については学部全体での負担が原　　　　育現場でもデファクトスタンダードとなっている

則になる。スライドに示すように、年度ごとに必要な　　　　ことから踏み切るのを躊躇しているのが現況であ

費目の合計は数十万円程度になるが、OSや導入ソフ　　　　る。そこで学生の使用するソフトウェア（セキュ

トの更新、機種の修繕・更新の内容によって増減があ　　　　リティソフトも含む）を全学規模で包括ライセン

る。いわゆるひも付き予算にはなっていないので費目　　　　ス化することで、学生への経費負担を減少させら

については年度ごとに異なる。　　　　　　　　　　　　　れるとともに、学内LAN環境のセキュリティレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベル向上も期待できることから、実現に向けて働

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きかけを行っていきたい）
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